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―テスト設計から問題の作成・評価まで―

報告

岩手県立大学高等教育推進センター天野哲彦

6/19（木）・6/20（金） 大学入試センター

2025年度大学入試センター・アドミッションリーダー研修

テストはどうやって作られるのか？

試験問題作成のためにアドミッション・オフィスができること
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春の桜並木（西門）
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お隣は森林公園
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タンポポの楽園（西駐車場の横）
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1年生全員必須科目「大学で学ぶ・大学を学ぶ」（自校教育）
でLMSを使ったアンケート（４８０人一斉講義）

・LMS，BYOD，Wi-Fiが整うと，10年前には想像できなかったような授業環境が出
現。チャットやアンケートを使ってのリアルタイムでのアクティブ・ラーニングが実現し
た。毎回の「振り返り」も提出と採点が簡易化。

・入試問題の作成や採点にも，10年後には大きな変化が実現している可能性あり。
AIを道具として使いこなすためにも，作題や採点の基準や手続きを明確化しておく
必要があるかもしれない。
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自己紹介

大学院での専攻は理論経済学（修士）

大学院生のころより，河合塾小論文科でお世
話になる。小論文の採点，講義，模試問題作
成，入試問題分析などにかかわる。

2008年から岩手県立大学で奉職。はじめは
AO専門だったが，高等教育推進センター所
属となり，基盤教育にもかかわるようになる。

『新 理系の小論文』2003年 『AO・推薦入試の小論文』2006年
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今日の発表の流れ（60分）

1. 『問題作成要領』について

2. 試験で測る能力について

3. 付録採点基準について
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岩手県立大学（1998年開学）について

・4年制学部

看護学部，社会福祉学部，ソフトウェア情報学部，総合政策学部

・盛岡短期大学部

生活科学科（生活デザイン専攻，食物栄養学専攻），国際文化学科

・宮古短期大学部（経営情報）

4年生学部と盛岡短期大学部が同じキャンパス（滝沢市）で，入試は
同じ入試グループが統括している。2000年度入試よりAO入試が始
まったことにより，アドミッション・オフィス開設。現在，アドミッション・オ
フィスはなくなり，その機能は入試グループが担っている。
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岩手県立大学の入試

学部 総合型選抜
(AO)

学校推薦型
選抜

一般前期 一般後期

看護学部 〇 〇 〇

社会福祉学部 〇 〇 〇 〇

ソフトウェア情報学部 〇 〇専門総合と一
般あり

〇 〇（中期）

総合政策学部 〇 〇 〇 〇

盛岡短期大学部 ○ ○（日程異なる）

宮古短期大学部 ○ ○（日程異なる）

これからお話する『試験問題作成要領』は4年生学部と盛岡短期大学部と関係し，
「試験で測る能力について」は看護学部の学校推薦型選抜が関係する。

学校推薦型選抜は，定員の3割を岩手県内生にあてるという県との合意をもとにし
ている。それに加えて，独自に全国枠の学校推薦型選抜を設けている学部もある。
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1. 『問題作成要領』について
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作題関係者（教職員）全員に配布し，これにもとづいて作
題と問題案チェックにあたるように，伝えている。

作題やチェックにあたる教員については，作題要領をどの
程度参考にしているのか，濃淡の差がありそうだ。しかし，
教員は前年の問題の形式に従って作題するので，規格，

表記，出典表記などは統一さてきている。

職員による校正・校閲では，作成要領に厳密に従った運
用がなされている。
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もともとは入試問題の書式を統一するために作成。

(1)規格，表記，出典表記。

その後，必要に応じて新しい項目を設け，叙述を整理。
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2. 試験で測る能力について

※参考

天野哲彦，槫松理樹「試験科目としての小論文と総合問題の妥当性と信頼性」『大学入
試研究ジャーナル』第34巻 全国大学入学者選抜研究連絡協議会 2024年
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本学看護学部での学校推薦型選抜の改革

事前提出書類（調査書と志望理由書）＋小論文＋面接

小論文への配点が半分であり，小論文の設問は800字の自由記述
を中心とするものだった。

高校からは，学力を正しく判定できていないのではないかという声も
あった。

テストとしての信頼性と識別力に疑問がついた。データ分析の結果，
得点のばらつきは大きく，識別力について大きな問題は見つけられ
なかったが，満点やそれに近い答案が頻出するなど，採点者による
得点の偏りがあったかもしれない。

長文の自由記述中心の小論文をやめて，学力を細かく丁寧に測る試
験へと変更するという方針が決まった。
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教科知識を前提としない基礎学力テスト作成の困難

教科知識を前提としない学力テストを作成するには，新たに作成者
を養成する必要がある。教科書がないため，たとえばSPIの基礎能
力検査などをもとにして学習する必要がある。

数理モデルを解くような出題の場合は，作成者は応用数学の素養
が必要である。

受験者の側からすると，教科の勉強の他に，特殊な対策をとる必要
がある。しかも，教科書や問題集がない。（本学ソフトウェア情報学
部での経験。思考力テストⅠ・Ⅱ）

教科学力試験は2月1日以降という規制はあったものの，この規制
の趣旨が過剰な競争や高校カリキュラムへの悪影響にあることに鑑
みると，高校2年生までにすべての高校生が履修する基礎教科の知
識は前提としてよいとの結論に達した。
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大学入試センター研究開発部による「問題の分野」その1

【言語運用能力】

L1：情報の把握

細かい情報も含め、文書内の情報を正しく読み取る能力

L2：内容の理解

文章の内容の理解や解釈を行う能力

L3：推論と推察

内容の理解にとどまらず、推測、評価、判断等を行う能力

「言語運用力・数理分析力」試験の枠組みおよび作題ガイドラインVer.2(2019)

教科学力を前提としない学力試験を作成する際のガイドライン。ガ
イドラインの中の問題例は多肢選択型であるが，記述式問題への
応用の可能性もある。
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大学入試センター研究開発部による「問題の分野」その2

【数理分析力】

M1：数理的な表現・原理の理解

数理科学に関わる基本的な表現や公式・原理についての知識と
理解の能力

M2：数学的概念・法則の理解

数理科学に関わる概念や法則性についての理解とその適用の
能力

M3：資料からの情報抽出。分析

種々の資料からの情報の抽出やそれに基づく分析に関する知
識と理解の能力

M4：帰納的・演繹的推理の適用

帰納的・演繹的に推論を行い、種々の現象・問題を把握・解決す
る能力
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****************************************

岩手県立大学高等教育推進センター
天野哲彦

TEL 019-694-2014

E-MAIL:t-amano@iwate-pu.ac.jp

****************************************

ありがとうございました 


